
JA佐久浅間「ちゃぐりん みなみ教室」開校

食食農農暮らし暮らしををテーマテーマにに

「ハウス野菜で健康づくり」参加者募集
閉じこもりがちな冬、ビニールハウスで冬野菜づくりの体験をしてみませんか。
佐久の寒い冬でも驚くほど青々した葉物野菜を育てることができます。

会　　場   当協議会  実験農場内 （一財）農村保健研修センター西側　
活動期間   2022年10月～2023年3月
募集区画   8区画（1区画約5平米）※応募多数の場合は抽選
使 用 料   1区画3,000円
申込期間   9月8日（木）～22日（木）平日9時〜17時受付
申 込 先   （一財）農村保健研修センター  ℡0267-82-5800

広報佐久「Saku LIFE  9月号」にもお申し込み方法を掲載します

発行  佐久市有機農業研究協議会（発行責任者：伊澤  敏）
【構成】佐久市・JA佐久浅間・佐久総合病院・佐久市農業委員会臼田地区委員会
〈事務局〉長野県佐久市臼田787 （一財）農村保健研修センター内  TEL 0267-82-5800 FAX 0267-82-5801 URL http://nouson-rhtc.jp/
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検索佐久市有機農業活動の紹介は

※本広報紙は、構成団体（佐久市役所・JA佐久浅間・佐久総合病院）に置いてあります。

子どもたちへの食農教育、そして幅広い仲間づくりの場として、
ＪＡみなみ地区女性会と出身理事、佐久うすだ支所、佐久穂支所
などのサポートの元、今年度から新たに親子参加型体験教室

「ちゃぐりん みなみ教室」を開校しました。

当協議会の実験農場を活用し、年6回の農業体験を通じて郷土や
自然、食べ物、農業に関心を持ち、命の大切さや生きていくうえで
欠かすことのできない食の大切さ、それを育む農業や自然の大切
さを学びます。

6月4日に行われた開校式と農業体験では6家族14名が参加し、サ
ニーレタスの植え付けと小松菜の播種、ニンジンの間引き、ホウレ
ンソウの収穫作業を行い、採れたての食材を使った料理の試食をし
ました。
参加者からは、実験農場で採れた野菜は安全で美味しいと好評で、

「土いじりの楽しさを通じて子どもの野菜嫌いを解消したい」との思
いや、「楽しそうに土いじりをする姿がみられてうれしかった」など
の感想をいただきました。

とれたてやさいで加工品づくりや
料理体験など  多彩なカリキュラムを実施

要申込



　皆さんが持ち寄った畑やハウスの土を測定し、その結果から
土づくりや肥料の使い方などアドバイスします

事前に測定したい土を採り、
よく乾燥し、ふるいにかけて
茶碗一杯程度お持ちください。

地表

作土層

採取

地表のごみ等を取り除き、上
下の量が等しくなるよう深さ
10㎝～15㎝で柱状に採る。
1つのほ場で4～5カ所から
採土し1つにまとめる。

採土方法
開催日時	 11月９日㈬ 
　　　　集合 9時（終了は12時を予定しています） 

会　　場	 当協議会  実験農場管理棟 
	 （一財）農村保健研修センター西側

参 加 費	 土壌1試料200円
　　　　（一人2つまで、当日持参）

申 込 先	 実験農場 平日９時～17時受付
	 TEL0267-82-5966
	 ※20土壌試料で締切ります

担当講師	 長 野 県 佐 久 地 域 振 興 局
佐久農業農村支援センター 和田慎太郎

	 当 協 議 会 ・実 験 農 場 長 井出　　明

学習会のご案内 -土のpHと養分を測りましょう-

有機栽培による家庭菜園のポイント
栽培の組み合わせと有機物の施し方講演会の

お知らせ
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講演会 会場

家庭菜園における野菜づくりの基本とポイントを学びます。
人との交流が難しい現状でも、健康でいきいきと暮らしていくために、
野菜づくりのコツを教わり美味しい野菜を育ててみませんか。

要申込

要申込
参加費無料

日　　時  11月16日（水）14時～15時30分　受付：13時30分より

場　　所  農村保健研修センター
　　　　   佐久市臼田787　TEL：0267-82-5800

講　　師  榊原 健太朗 先生（公財）自然農法国際研究開発センター

申込期間  10月17日（月）～11月7日（月）※定員になり次第締切ります

申 込 先  当協議会 実験農場 平日9時～17時受付  TEL：0267-82-5966


